クロレラの培養ならびに無機養分要求性について by 河崎, 利夫 et al.
クロレラの培養ならびに無機養分
要求性について*




























権本報文の内容の一部は.Annual Report of the Radiation Center of Osaka Prefecture， 
VoL 7. p. 86-89 (1966)に発表された.
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使用した培養液の組成は第1表に示すようであって， 硝酸塩培養液としては， (N-25)， 





酸塩培養液 (N-25)，(N-30)および (N-50)のいずれに比しても， この実験に用いた尿
第 1表 クロレラの生育に対する培養液組成の影響
培養液の種類
培養液の組即 (mM) 輔液の pHI ?'"ν 
K叫 CO(NH山岡町 Na，HPO. MgSO・培養前培判 (mg)ラ収量
硝酸塩培養液(N-25) 25 19 1 20 5.2 7.2 227 
硝酸塩培養液(N-30) 30 9.5 0.5 10 5.3 7.4 229 
硝酸塩培養液(N-50) 50 8.7 0.5 9.2 5.3 7.5 251 
尿素培養液 15 2 1 2 6.5 5.8 404 










クロレラの呼吸量 pH 5.0のリン酸塩緩衝液 (0.05M)にクロレラを懸濁させ，ワー
ルプルグ検圧計を用いて，直接法(17)により，クロレラの酸素吸収量および炭酸ガス発
生量を測定し，呼吸商を算出した.実験温度は 25つCであった.













































































































































































































脱温水で2回洗滋後，灰化し， リンはモリプデンプルー・比色法 (9)， カリウムは炎光
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の炭素がクロレラによって利用されることは， すでに El1ner ら (2)によって報告され
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